
躍

１
４
２
３
〉
名
主
・
松
尾
太
郎
五
郎
久
家
が
黒

木
町
笠
原
に
茶
園
を
広
め
る

1
8
3
1
〉
山
間
で
茶
栽
培
広
ま
る

1
8
7
9
〉
玉
露
生
産
が
福
岡
県
で
初
め
て
行

わ
れ
る

1
8
8
4
〉
県
茶
業
取
締
所
（
福
島
町
）
を
お
く

1
9
0
4
〉
星
野
村
で
玉
露
の
試
製
を
お
こ
な
う

1
9
2
2
〉
機
械
製
茶
が
始
ま
る
（
光
友
村
）

1
9
2
6
〉
農
事
試
験
場
茶
業
部
を
お
く
（
岡

山
村
）

1
9
2
8
〉
福
岡
県
茶
業
組
合
を
設
立
す
る

1
9
4
7
〉
全
国
製
茶
品
評
会
を
行
う

1
9
6
3
〉
福
岡
県
茶
生
産
組
合
連
合
会
が
結

成
さ
れ
る
／
霊
巌
寺
で
献
茶
祭
が

始
ま
る

1
9
6
9
〉
八
女
中
央
大
茶
園
着
工

1
9
7
1
〉
福
岡
県
茶
商
工
業
協
同
組
合
を
設

立
す
る
／
防
霜
フ
ァ
ン
の
普
及
は
じ

ま
る

1
9
8
2
〉
福
岡
県
八
女
茶
手
も
み
保
存
会
が

発
足
す
る

1
9
9
7
〉
八
女
伝
統
本
玉
露
の
名
称
使
用
が

始
ま
る

2
0
0
6
〉
乗
用
型
管
理
機
対
応
玉
露
棚
施
設

竣
工
す
る

2
0
1
5
〉
八
女
伝
統
本
玉
露
が
国
の
地
理
的

表
示
（
G
I
）
の
第
５
号
に
登
録

さ
れ
る

2
0
2
3
〉
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
で
産
地

賞
を
２
３
年
間
連
続
で
受
賞
す
る

／
福
岡
の
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年

祭
を
八
女
市
で
開
催
す
る

令和 5 年度には、福岡の八女茶発
祥６００年祭式典など多くのイベント
が開催されたほか、１８年振りに福
岡県で全国お茶まつりが開催され、
八女市がメイン会場となった。

本
当
に
い
い
も
の
は
必
ず
残
る

八
女
茶
の
未
来
は

今
を
生
き
る
つ
く
り
手

ひ
と
り
ひ
と
り
の
手
腕
に

託
さ
れ
て
い
る

霊巌寺開祖・栄林周瑞

「八女伝統本玉露」は
茶業として全国で初め
て GI 登録され、その
品質を守っています。

八女市の飛躍には、常に「人」
の支えがある。多くの八女人
の努力と情熱が、ふるさとに光
を降らせ、大きな八女の魅力と
なって、また次の時代の新し
い八女市を切り拓いていく。

昭和初期頃

昭和 40年頃

八
女
茶
の
歴
史

量より品質を重視した八女茶は、葉の芽を少なくして葉を大きくしっかりと育てます。
一般的な緑茶と比べて味が濃厚で日本有数の高級茶産地として全国に名を馳せています。

●八女茶発祥 600年記念事業

01
　
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年
。
長

い
歴
史
の
上
に
あ
り
ま
す
が
、

現
在
八
女
市
で
は
、「
煎
茶
」

を
中
心
に
、
山
間
部
で
は
「
玉

露
」
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
量
は
全
国
の
２
％
ほ
ど
で

す
が
、
全
国
で
茶
産
地
が
し
の

ぎ
を
削
る
中
、
こ
う
し
て
日
本

の
八
女
茶
と
い
わ
れ
る
ま
で
に

成
長
で
き
た
の
は
八
女
が
茶
の

栽
培
に
向
い
て
い
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
水
は
け
の
良
い
地

質
、
ほ
ど
よ
い
気
温
の
日
較
差
、

降
水
量
。
そ
の
恵
ま
れ
た
土
台

の
上
に
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
私
た

ち
は
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
八
女
茶

を
茶
産
地
と
し
て
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
生
産
者
、
指
導
者
、

自
治
体
の
産
学
官
が
と
も
に
同

じ
方
向
を
向
き
、
支
え
合
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
八
女
茶
を
い

か
に
つ
な
い
で
い
く
か
。
歴
史

に
立
ち
合
っ
た
私
た
ち
の
使
命

で
す
。今
、全
国
の
自
治
体
で
は
、

わ
が
ま
ち
の
顔
と
な
る
産
物
を

新
た
に
作
ろ
う
と
一
生
懸
命
で

す
。
八
女
に
は
既
に
あ
り
ま
す
。

き
び
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

霊巌寺開祖・栄林周瑞が
伝えた茶の栽培が、村の
名主により広められたのが
八女茶のはじまり。

記念ロゴマーク 

八女茶発祥 600 年の誇り
第 77回全国茶品評会玉露日本一

倉住 努さん

● INTERVIEW VOICE

八女茶を
つくる

茶業
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